
事前設定
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初期設定時に済んでいるものが殆どですが
大事なところを中心に、その役割と意味について改めて解説します



自動展開という機能は？
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ベースとなる「3-5歳」の献立を作成すると、予め設定した、「自動展開期(一般/個食)」に対して
「可食部展開率」の割合に基づいて献立が自動展開されます。

個食献立に対しては、園児ごとに設定したアレルギー食材やOK/NG食材に基づいて、ダメな食材が
フィルタされます。個食管理しない場合には関係ありません。
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[設定]-[離乳食と自動展開期] 自動展開設定するところ
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■作成したベース献立(3-5歳)を
・どの期まで(一般)
・どの個食まで(個食)
自動展開するかにチェックを入れます。

すると、 3-5歳の献立と食材量が、後述の可食
部展開率の割合で自動展開されます。

(注意)
・特に献立内容がまったく異なる離乳食期の場合は、自動展
開されてしまうと、後から削除する手間が発生しますので、
必要ない期は外しておきましょう。

・個食の自動展開は、チェックをつけたとしても、その個食
が属する幼児期(一般)の献立が存在していない限り自動展開
されません。

離乳食期名のチェックも忘れ
ずに！

チェックボックスは
左が一般 / 右が個食

自動展開を利用する場合、献立が似ている離乳食の完了
期くらいまでにチェックを入れるケースが多いです。離
乳食のその他の期はほぼ献立そのものが異なるため
チェックを外します。
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自動展開の注意点1

3-5歳

1-2歳

自動展開
編集

午前おやつ追加

編集
ちょっとでも
何かしらの変更

自動展開(上書き)

・献立名
・食材、分量
・その他

午前おやつ消滅…

3-5歳の献立を変更しない限り
影響されませんが、変更する可
能性がある場合には、自動展開
のチェックを外しましょう。

自動展開は、最初に献立を立てた時に行われますが、その後、チェックが付いている限り、3-5歳の献
立を変更する度に常に展開されます。

(例)



4

自動展開の注意点2

参照

参照

献立を立てたり変更した瞬間に参照して展開

❶

❷

【自動展開期】

【可食部展開率】

献立を立てた後に、可食部展開率や自動展開期を変更しても、既に立てられた献立は最新の設
定情報に基づいてに展開はされません。その後強制的に展開するには、[その日のくるくるボタ
ン❶]か、[期間全て❷]で強制展開を行います。



[設定]-[給与栄養目標量] 提供時間栄養素割合
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■園で提供される主要提供(時間帯)にチェックします。
■またそれぞれの給与栄養割合(%)をセットします

数字を変更してしまった後も
モデル数値に戻せます

帳票は、この主要提供の箇所を見て献立を出力したり給与栄養量を計算するケースが多々あります



[設定]-[給与栄養目標量] 可食部展開率
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■作成したベース献立(3-5歳)は、ここで
設定する割合に従って、各献立の食材量
が自動展開されます。

※その他、主導などの展開機能を使う場合にも、必ずこ
の可食部展開率を見て展開されます。

(注) (注)
1-2歳の量とパクパク期(離乳食完了期)の量は
イコール(＝)となります。

設定を変更した場合には、「次へ」ボタンを押し、次の画面にて「登録」ボタンを押して反映させます。

給与栄養目標量の詳細設定や、離乳食期の目標設定をしたい場合には、[Advanced]の項目をご覧ください。



[設定]-[給与栄養目標量] 可食部展開率 1-2歳児しか居ない場合
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■3-5歳(以上児)の献立作成を行うことをベースとしたシステム設計になっております
■1-2歳児しかいない場合にも、念のため3-5歳の献立作成をオススメします

1-2歳の園児しかいない場合にも、3-5歳の献立作成を行いましょう

100%に設定

[1-2歳以下の園児しかいない場合の利用方法]
・自動展開を利用し、1-2歳の可食部展開率を100%にします。
・これで、3-5歳に1-2歳のレシピで献立作成を行います。すると、3-5
歳と1-2歳が同じになります。
・表面上献立が存在するだけですので、3-5歳の食数に何も入力しなけ
れば、何か不都合が生じることはありません。

・1-2歳児が3-5歳に成長し、両方存在するようになりましたら、この
可食部展開率を変更してお使いください。その場合、すでに計算され
た過去の献立や給与栄養量は変わらないので、ご安心ください。



[設定]-[保育園情報]-定休日
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■園の定休日を確認しチェックします。
■ここでチェックを行うと、その曜日は献立入力が出来ないようになります。
■給与栄養量などの計算日から除外されます。

※献立を作成した後に、献立が存在するその曜日を定休日と設定しますと、献立がゴースト的に残ってしまいますので、
予め献立を削除しておきましょう♪



[設定]-[祝日設定]
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■園独自の休日がある場合には、ここで登録します。
■登録した日は、献立入力が出来なくなりますので、給与栄養量などの計算日から除外されます。
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本システムは、Kcal、PFC比、各栄養素の給与栄養の目標量においては、幼児期/年齢ごとに国で
定められている数字がデフォルトで設定されていますので、変更する必要は基本的にありません。
従いまして、ここを編集する施設は稀です。

Advanced

変更したい場合

[設定]-[給与栄養目標量] 詳細編集

[設定]-[給与栄養目標量]の最下段の「次へ」ボタンを押します 次へ



[設定]-[給与栄養目標量] 詳細編集
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Advanced

❶「詳細編集」ボタンを押すと、編集画面にてすべての数字が自由に変更できます。

❶

次へ
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Advanced [設定]-[給与栄養目標量] 詳細編集の注意事項

❷でkcalを変えた場合に、❶の表示上は変更ありません。ですが、給与栄養目標量としては、詳細編
集された❷が優先されますので、ご安心ください。

❶

❷

詳細編集したこちらの画面値が優先される ここの数値は表面上は不変
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Advanced [設定]-[給与栄養目標量] 詳細編集の注意事項

色々数字をいじってしまったが、
元のデフォルト数値に戻したい場合

❶のボタンを押すと元のデフォルト数字に表示上は戻るため、それを反映するために❷を押すと、元
に戻ります。

❶
❷



[設定]-[給与栄養目標量] 離乳食期の設定
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Advanced

❶

❷

❶及び❷をクリックすると、全ての離乳食期における数値の変更が可能です。

国基準のため固定
です



[設定]-[除外日設定]
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献立の入力は出来る日ですが、給与栄養量などの計算日から外す日を設定できます。これは、イベン
ト/催し物の日など、通常とは違う一部の給食しか提供しない日がある場合、その日の栄養量は見か
け上は偏るため、給与栄養量などの計算から外したい場合に有用です。

Advanced



[設定]-[食品群別目標量] の変更
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Advanced

＜対象の帳票類＞

❶監査対象の帳票である、給食月報や内容検討表などに必要となる、食品群別の目標量を自由に設定
できます。
そうすることで、対象帳票の❷の選択肢の中に、「お客様設定値」が出現します。設定しない場合に
は、お客様の献立からの実績値か、参考調査値を目標量として選択できますので問題ありません。

❶

❷
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